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Locomotor Analyses and Human Bipedalism" (Eds. Kondo， et al.， 


























雄教授退官記念特集として発刊された “Morphology of the ]apanese 
Macaque" (“Anthropological Science" . Vo1.102， Supplement， 1994)にまと
められている。特にニホンザル年齢判定基準が明示されるようになった(岩
本ら、 1984、1987年、 Kimuraand Hamada， 1990)。またヤクシマザルの亜種
によるちがいのほかにも、各地域の群れ聞に体つきのちがいがあることが明
確になり、これらについての気候などの生活環境の影響が明らかとなった
















































































る(“Oral-Facial Sensory and Motor Mechanismsヘ Appleton-Century -














































































































































































































































































































































































































































































































































確認、 1978{昭和53)年“Prostaglandins"、1979(昭和54)年“Journal of Re-
production and Fertility"に発表した。さらに竹中晃子研修員によって卵
管、卵巣、子宮平滑筋の電気生理学的研究も行われ、 1978{昭和53)年“Biol-

























velopmental Brain Research" 
に発表した。その後、林は遺伝 写真27-8 ニホンザル手術風景(1990年)
子工学的手法をもちいて、ソマトスタチンの遺伝子発現が胎生期に一過性に


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































学者の参加があり、 78のペーパーセッション、 5つのシンポジウムと 1つの
セミナーも同時に行われた。さらに1990(平成 2)年7月には、再度名古屋と
京都で第13回国際霊長類学会大会が聞かれ、 39カ国より572名の参加があっ
た。ここでは146のペーノfーセッション、 99のポスターセッション、 18の
VTRセッション、 28のシンポジウムと 7つのワークショップが行われた。
これらの国際学会大会の開催には本研究所所員が中心になって活躍した。
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